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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

耐熱合金の高温腐食性に関する研究のため、合金上に形成する酸化皮膜および腐食
生成物の組織観察と分析を北海道大学の設備を利用して行った。

実験
Experimental

電界放出形電子プローブマイクロアナライザー(JXA-8530F)を用いて、酸化皮膜お
よび腐食生成物の元素マッピングや定量分析を行った。また、集束イオンビーム加
工・観察装置（JIB-4600F)を用いて、TEM観察用の試料を作製した。その試料を走
査型透過電子顕微鏡(HD-2000)を用いて観察分析を行った。

結果と考察
Results and Discussion

高温酸化・腐食により形成した酸化皮膜は薄く、また多孔質であることもあり、機
械研磨による断面観察試料の作成が困難な場合があるが、FIBを用いることにより、
皮膜を脱落させることなく観察試料の作製ができた。また、EDSではシグナルが弱
く困難であったマップ分析もEPMAを用いることにより、明確な濃淡のあるマップ
を得ることができた。
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